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１． はじめに 

近年わが国では障害者が増加しそれに伴い，技術革

新の進展や生活環境の変化・高度化が予想される．公

共交通機関，公共建築施設，地下街等の都市環境と障

害者の関係についても，近年ようやく関心が向けられ

るようになっている．しかし，障害者に対しての意見

や考え方が反映されているとは言いがたく，特に視覚

障害者への情報提供については不十分である． 
地下街空間では，地上とは違い，車の音や音響信号，

歩道の沿石等などの聴覚，触覚情報が少なく，通行量

の多さや店舗の音楽などにより情報が得にくい状況で

ある．そのため，視覚障害者の単独歩行が非常に困難

である． 
視覚障害者の誘導としては様々な方法が存在してい

る．特に音による誘導のニーズは高いが，その具体的

な方法や案内について課題が残されている．また，現

在いくつかの公共交通ターミナルにおいて，様々な位

置，案内の内容については必ずしも統一されたものは

ない．  

２． 研究の目的 

全盲の視覚障害者は視覚情報以外の情報の利用が不

可欠である．聴覚情報や触覚情報のみに依存して歩行

しなければならず，空間認知は曖昧である場合が多い．

そのため視覚障害者の空間認知の特質を考慮に入れ，

誘導方法等を考えていかなければならない．本研究で

は，地下街での音案内や歩行者 ITS 等の経路誘導を行

なうための基礎的知見を得ることを目的とし，地下街

での歩行実験により視覚障害者の経路認知と利用情報

についての把握を行なった． 

歩行者 ITSについては，平成 12年度，13年度に国
土交通省近畿地方整備局と大阪市が共同で実施した社

会実験について，筆者ら１）は身体障害者の詳しいニー

ズを把握している． 
空間認知については，佐藤 2），山本 3）が視覚障害者

の空間認識・認知の発達についてまとめている．田村

ら 4）5）は屋外空間において歩行実験を行い，視覚障害

者の経路の認知構造を明らかにしている．しかし，音

案内等が必要とされる地下空間において，視覚障害者

がどのように空間を認知し，そしてどのような情報を

利用して歩行しているかなどまったく明らかにされて

いない．そこで本研究では田村らの実験を参考にし，

地下街において歩行実験を行なった． 
３．実験概要 

まず，手引きにより経路の案内をし，以後その記憶

を基に単独で基本的２回ずつの歩行を行なってもらっ

た．なお，調査者の 1 名を危険回避などの目的で被験
者の脇を歩行した．経路から外れた場合は，復帰が不

可能な場合のみ進路の修正が行なわれた． 
調査者は後方からビデオカメラにより周辺環境や歩行の

様子を記録した．歩行後にはレーズライター（ボールペンで

描くと紙面が浮き上がるもの）を用いて歩いた経路を描写し

てもらい，経路のイメージ等の発話報告を録音した．これら

被験者の内観報告やスケッチマップ等から，全盲の経路の認

知構造を探った． 
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・ 調査日程 

平成 14年９月 30日，10月 1日，15日，11月７
日，19日，20日，26日の平日の７日間で 1日に１
人の被験者で行い，調査時間は 13時～17時． 
・ 被験者 

対象者は全盲の視覚障害者７人．かつて視覚に基

づく歩行をし，視覚表象（視覚的経験の記憶）を有

する後期全盲（６歳以上で失明）4 人と視覚表象の



無い早期全盲（先天性，３～５歳で失明）3人とした．
被験者の概要を表－１に示す． 

注）早期全盲，後期全盲の分類は佐藤 2）の分類を適用

した． 

 

調査は大阪

４に示す．各

を示す． 
４．調査結果
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コース１は

阪駅～地下鉄

の徒歩で約５

験者 7 人各
認知と利用情

し，最後に全

の調査結果を

た．描画の横

ントが被験者

情報を示す．

Ａ氏 
男性 21
性 普段から

一人で外出が

では実験コー

ころを点線で示した（図－２）．描くまで少し考える

時間が長かったが，描画経路は実験コースとほぼ同じ

で上手く描けていた．歩行時に利用していた情報は多

かった．階段や点字ブロックといった常時存在する情

 年齢 

Ａ氏 ２１ 

Ｂ氏 １９ 

Ｃ氏 ２３ 

Ｄ氏 ６２ 

Ｅ氏 ２６ 

Ｆ氏 ３６ 

Ｇ氏 ３７ 
表－１ 被験者の概要 

図－２ Ａ氏の描画（1回目）

駅地下街で行い，各実験コースを図―１，

コース図中の丸数字はチェックポイント
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比較的

多く軽快に歩いていた．1コースの描画
スの道幅を唯一描き，自分が歩行したと

報はもちろん，空気の変化で横に行く空間（分かれ道）

も感じていた．ポイント⑤での斜めに行く道は直線と

して認識していた．「点字ブロックを数えそこなった」，

「ランドマークの見つけ方に失敗した」と１回目の歩
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で失明） 

男性 
初めての所

でも一人で

歩く 

後期全盲（20歳
で失明） 

男性 
初めての所

でも一人で

歩く 

後期全盲（29歳
で失明） 
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行ではコメントしていた． 

19歳 先天性 

，地下街は通

．考え込む場面が多く見られ，

全

男性 

 調査日が雨天の

ため

行量が多く，少し

歩きにくい状況で

あった．Ｂ氏は外

出をよくするが，

友人等に手引きし

てもらうことが多

く，普段からあま

り道を憶えないと

言及していた．点

字ブロックがあれ

ばそれを利用し，

点字ブロックに頼

った歩行をしていた

描画は単純なものしか描けず，利用情報も点字ブロ

ック以外のものはほとんど無く，白杖と足の触覚情

報がが主であった．頭で経路を分かっていても描く

と左右が逆な場合がある（図－３）． 

１コースから得られた利用した情報を表－２に示す．

図－３ B氏の描画（1回目） 

図－１ 実験コース１ 

被験者の実験結果をまとめたものを表－３に示す．



表－２ コメントから得られた 1コースに存在する情報

表－４ コメントから得られた２コースに存在する情報

コース２ 
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1 コース目では道幅も描画していたが，2 コー

コースから得 表－４

は地下

鉄

とん

ど

1 コース目では道幅も描画していたが，2 コー

コースから得 表－４

情報量が少ない地下街歩行時については「普段からよ

く一人で歩き，初めての道でも歩ける」，「不規則に変

化する情報の利用」，「歩行時の利用情報が多い」の三

点に該当する者は描画を実験コースとほぼ同じに描け

て，空間認知がより上手くできたと考えられる．先天

性の早期全盲者は，斜めに行く道（チックポイント⑤）

を直線の道であると認識していた． 
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常時存在 不規則に存在 

点字ブロック 

階段 

壁 

スロープ 

吹き抜け 

丸い柱 

建物の中 

噴水の音 

人の流れ 

空間の変化 

飲食店のけはい 

寒い空間 

ざわざわした空間 

比較的静かな空間 

図－５ Ａ氏の描画（1回目）

表－３ 結果のまとめ（コース１） 

 

 

 普段から 

の歩行 
◎：初めての道でも一人で歩く ○：何度か歩行訓練すれば一人で歩ける

 △：慣れた道でなければ一人で歩けない×：どんな場合でも一人で歩く 
 
 

正確さ 
描画の

常時情報 

不規則情報 
斜めの道   ○：認識できた ×：認識できず 

  ◎：うまく利用 ○：利用 ×：利用せず 
 ◎：非常に正確 ○：正確 △：部分的に描画×：あまり正確でない 

属性 普段からの歩行 描画の正確さ 常時情報 不規則情報 斜めの道
Ａ氏 早期全盲 ◎ ○ ○ ○ ×
Ｂ氏 早期全盲 ○ × ◎ × ×
Ｃ氏 早期全盲 △ × ◎ × ×
Ｄ氏 後期全盲 ◎ ◎ ○ ○ ○
Ｅ氏 後期全盲 ◎ ◎ ○ ○ ○
Ｆ氏 後期全盲 ◎ ○ ◎ × ○
Ｇ氏 後期全盲 ○ ○ ◎ × ○

認識・利用

図－４ 実験コース２ 
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正確に描画し

られる．これ

知し，空間の

く歩行経験に

り，歩行経験

より安全な歩

 経路が湾曲

く道などは直

視覚表像のあ

かし，早期全

Ａ氏は直線と

認知は視覚表

・地下街歩行

 地下街での

している．し

なく，その利

の「空間の変

のが地下街の

報を利用して

情報量と経路

覚障害者が歩

BGMなど不規則

今回の実験経

空間において

６．考察と今後の課題 

表－５ 結果のまとめ（コース２）

用

普段からの歩行 描画の正確さ 常時情報 不規則情報

◎ ○ ○ ○

○ × ◎ ×

△ × ◎ ×

◎ ○ ○ ○

◎ － ○ ○

◎ △ ◎ ×

○ △ ◎ ×

認識・利

地下街での歩行実験により視覚障害者の

間の二次元的なイメージを持つことが

ブロックが重要な役割を果

障害者への情報が不足している
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用情報を把握した．そこで得られた知見

利用情報についてまとめる． 

覚表像の有無によるところが大きいと
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把握して，視覚障害者への経路誘導方法を検討しなけばな

らない． 
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